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上
久
下
地
域
自
治
会
⾧
会
は
、
令
和
５
年
度
の
自
治

会
⾧
選
出
が
終
了
し
た
こ
と
を
受
け
、
３
月
16
日
に

新
旧
合
同
の
自
治
会
⾧
会
を
開
催
。
阿
草
と
上
滝
が
改

選
時
期
と
な
り
、
阿
草
は
松
田
孝
行
氏
を
選
出
、
上
滝

は
大
野
剛
氏
が
再
任
と
な
り
ま
し
た
。
昨
年
度
か
ら
引

き
続
い
て
任
に
就
か
れ
る
の
は
、
青
田
・
中
島
拡
次
氏
、

下
滝
・
野
見
山
眞
澄
氏
、
篠
場
・
村
上
俊
明
氏
、
畑
内
・

柳
川
瀬
進
氏
、
北
太
田
・
竹
内
修
氏
、
太
田
・
片
瀬
正

史
氏
で
す
。
自
治
会
⾧
会
の
会
⾧
に
は
下
滝
の
野
見
山

眞
澄
氏
が
、
副
会
⾧
に
は
太
田
の
片
瀬
正
史
氏
が
選
出

さ
れ
ま
し
た
。
自
治
協
議
会
と
各
自
治
会
の
発
展
の
た

め
に
ご
尽
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
䣎 

自
治
会
長
会 

新
役
員
決
定 

令
和
␻
年
␺
月
20
日 

 

発
行
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上
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⎂
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上
久
下
小
学
校
の
卒
業
式
が
、
３
月
23
日
に
同
校

体
育
館
に
て
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。
10
人
に
卒
業
証

書
が
授
与
さ
れ
、
八
尾
滋
樹
校
⾧
か
ら
「
皆
さ
ん
は
、

家
族
の
支
え
が
あ
ỵ
た
か
ら
無
事
に
卒
業
で
き
ま
し

た
。
感
謝
の
気
持
ち
を
忘
れ
な
い
よ
う
に
。
そ
し
て
こ

れ
か
ら
は
新
し
い
山
南
中
学
校
を
創
り
上
げ
る
役
割
が

あ
り
ま
す
」と
話
さ
れ
、「
大
切
な
の
は
思
い
や
り
の
心
。

自
分
が
さ
れ
て
嫌
な
こ
と
は
相
手
に
も
し
な
い
こ
と
」

と
い
う
孔
子
の
言
葉
を
贈
ら
れ
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
で

の
卒
業
式
が
３
年
間
続
い
て
き
ま
し
た
が
、
今
年
は
在

校
生
全
員
が
出
席
し
た
り
、
マ
ス
ク
の
着
用
が
自
己
判

断
に
な
る
な
ど
少
し
ず
つ
変
化
し
て
き
た
よ
う
に
感
じ

ま
し
た
。
元
気
村
か
み
く
げ
か
ら
は
、
丹
波
竜
の
強
運

御
守
り
と
文
具
セ
ỿ
ト
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
䣎 

 

 

 

山
南
中
学
校
と
和
田
中
学
校
が
統
合
し
て
、
４
月
か

ら
新
校
舎
で
ス
タ
ổ
ト
し
ま
す
。
旧
校
舎
に
別
れ
を
告

げ
る
節
目
と
し
て
、
３
月
25
日
に
閉
校
記
念
式
典
が
両

校
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
山
南
中
に
関
し
て
は
８
月
か

ら
上
久
下
・
久
下
・
小
川
の
役
員
が
集
ま
り
、
記
念
誌
発

行
部
会
と
閉
校
記
念
事
業
部
会
に
分
か
れ
て
会
議
を
重

ね
、
閉
校
事
業
に
向
け
て
準
備
を
進
め
て
き
ま
し
た
。
３

月
25
日
の
当
日
は
校
庭
の
桜
が
見
ご
ろ
を
迎
え
る
な

か
で
、
10
時
頃
か
ら
は
81
歳
の
同
窓
会
グ
ル
ổ
プ
を

始
め
、
沢
山
の
人
た
ち
が
校
舎
内
を
見
学
し
て
い
ま
し

た
。
そ
の
他
に
も
、
今
回
の
閉
校
式
を
き
ỵ
か
け
に
し
た

上
久
下
小
学
校
卒
業
式 

山
南
中
学
校
閉
校 

記
念
式
典
盛
大
⎞
開
催 

全校生揃って卒業式開催 

同
窓
会
が
町
内
各
所
で
あ
ỵ
た
よ
う
で
す
。
午
後
１
時

か
ら
教
育
委
員
会
主
催
で
閉
校
式
が
執
り
行
わ
れ
、
来

賓
・
教
員
・
在
校
生
ら
が
列
席
し
て
校
旗
返
還
な
ど
の
行

事
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
２
時
か
ら
は
３
地
域
合
同
で

の
閉
校
記
念
式
典
を
開
催
。
地
域
住
民
ら
が
列
席
し
て
、

空
撮
映
像
の
ス
ラ
イ
ド
シ
ἂ
ổ
や
卒
業
し
た
方
か
ら
の

コ
メ
ン
ト
紹
介
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
。
式
典
後
は
会
場

を
体
育
館
前
広
場
に
移
し
て
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
。
生
徒

に
よ
る
〇×

ク
イ
ズ
と
爆
笑
コ
ン
ト
か
ら
始
ま
り
、
シ

ン
ガ
ổ
ソ
ン
グ
ラ
イ
タ
ổ
の
足
立
大
地
さ
ん
と
声
楽
家

の
有
田
知
絵
さ
ん
が
ス
テ
ổ
ジ
か
ら
素
晴
ら
し
い
歌
声

を
響
か
せ
、
記
念
式
典
の
締
め
と
し
て
参
加
者
が
２
４

０
個
の
風
船
を
空
高
く
飛
ば
し
ま
し
た
。
ミ
ニ
コ
ン
サ

ổ
ト
で
は
山
南
中
校
歌
を
み
ん
な
で
歌
い
ま
し
た
が
、

有
田
知
絵
さ
ん
が
歌
う
と
「
こ
ん
な
に
良
い
校
歌
だ
ỵ

た
ん
だ
！
」と
い
う
反
響
が
、あ
ち
ら
こ
ち
ら
で
聞
か
れ

ま
し
た
。
約
５
０
０
人
が
参
加
し
た
イ
ベ
ン
ト
な
ど
の

様
子
は
ド
ロ
ổ
ン
で
撮
影
さ
れ
、
編
集
し
た
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を

３
地
区
の
地
域
づ
く
り
セ
ン
タ
ổ
に
配
置
す
る
予
定
で

す
。
準
備
か
ら
片
付
け
ま
で
お
世
話
に
な
ỵ
た
関
係
者

の
皆
さ
ま
、
お
陰
様
で
盛
大
な
記
念
式
典
を
開
催
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
一
方
、
閉

校
記
念
誌
の
進
捗
は
歴
代
の
卒
業
ア
ル
バ
ム
か
ら
ピ
ỿ

ク
ア
ỿ
プ
し
た
写
真
掲
載
や
、
卒
業
生
か
ら
募
ỵ
た
寄

稿
文
の
編
集
な
ど
は
殆
ど
完
了
し
て
お
り
、
最
後
の
卒

業
式
と
閉
校
記
念
式
典
の
写
真
を
加
え
る
と
完
成
と
な

り
ま
す
。記
念
誌
は
全
戸
に
配
布
す
る
予
定
で
す
が
、若

干
の
部
数
は
確
保
で
き
ま
す
。ご
家
族
に
送
る
な
ど
、追

加
ご
希
望
の
方
は
地
域
づ
く
り
セ
ン
タ
ổ
へ
連
絡
を
お

願
い
し
ま
す
。(
有
料
、
＠
１
,
１
０
０
円
予
定
) 

 
 

閉
校
式
⎚
野
垣
克
已

会
長
⍿
来
賓
挨
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上
久
下
出
身
者
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⏝
␋
␝
⏲
⎵
紹
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中
学
生
⎞
⎻
⎾ 

 

〇×

⏙
⏎
⏤ 

中
学
生
␼
人
⎡ 

⏝
␝
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⎢
大
爆
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足
立
大
地
⎈
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田
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␢
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締
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船
飛
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卒業生退場の様子 
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␾
月
⒂
␿
月
初
旬
⎡
予
定 

◆
５
月
12
日(

金) 

恐
竜
の
里
づ
く
り
部
会 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

午
後
７
時
30
分
Ộ 

◆
５
月
13
日(

土) 

地
域
づ
く
り
セ
ン
タ
ổ
掃
除(

太
田)

午
前
９
時
Ộ 

◆
５
月
18
日(

木) 

自
治
会
⾧
会 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

午
後
７
時
30
分
Ộ 

◆
５
月
９
日(

火)

・
23
日(

火) 

恐
竜
時
計
台
の
カ
フ
ỽ 

午
前
10
時
Ộ 

◆
６
月
３
日(

土)

・
４
日(

日) 

 

檜
皮
葺
ワ
ổ
ク
シ
ἂ
ỿ
プ(

丹
波
竜
の
里
公
園) 

 
 

 
 

 
 

 
 

午
前
10
時
Ộ
午
後
２
時
頃 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

さ
く
ら
ま
つ
り
実
行
委
員
会
(
西
垣
孝
司
会
⾧
)
が

主
催
し
た
第
34
回
・
川
代
さ
く
ら
ま
つ
り
が
、
４
月
９

日
に
川
代
公
園
を
会
場
に
し
て
４
年
振
り
に
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
当
日
は
好
天
で
、
心
待
ち
に
し
て
い
た
地
域

住
民
ら
約
５
０
０
人
が
会
場
に
詰
め
か
け
大
盛
況
と
な

り
ま
し
た
。
今
ま
で
出
店
し
て
も
ら
ỵ
て
い
た
地
域
団

体
の
人
た
ち
に
も
祭
り
を
楽
し
ん
で
も
ら
お
う
と
、
今

回
は
市
内
の
業
者
に
声
掛
け
を
し
、
キ
ỿ
チ
ン
カ
ổ
な

ど
７
業
者
に
出
店
し
て
も
ら
い
、
地
元
３
団
体
と
合
わ

せ
て
10
店
が
出
揃
い
ま
し
た
。
西
垣
会
⾧
の
開
会
宣

言
で
ス
タ
ổ
ト
し
て
、
花
苗
配
布
、
お
か
め
組
の
ダ
ン

ス
と
イ
ベ
ン
ト
が
続
き
、
ク
ジ
引
き
券
５
０
０
枚
は

早
々
に
完
売
し
ま
し
た
。
メ
イ
ン
イ
ベ
ン
ト
の
「
特
賞

３
万
円
旅
行
券
」
が
当
た
る
抽
選
会
は
、
柳
川
瀬
隆
司

君
の
軽
妙
な
司
会
で
大
盛
り
上
が
り
と
な
り
ま
し
た
。

実
行
委
員
会
の
メ
ン
バ
ổ
は
「
花
は
無
く
て
も
、
天
気

が
一
番
。
ま
さ
か
こ
ん
な
大
勢
の
人
に
来
て
も
ら
え
る

と
は
思
ỵ
て
い
な
か
ỵ
た
」
と
、
感
謝
の
声
を
あ
げ
て

い
ま
し
た
。
自
治
会
⾧
は
じ
め
、
実
行
委
員
会
の
皆
様

に
は
準
備
か
ら
片
付
け
ま
で
大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し

た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 

川
代
⎈
⎂
⎼
⎱
⎗
⎽ 

␽
年
振
⎽
⎞
開
催 

県
立
丹
波
医
療
⏥
␝
⏩
␢

研
修
医
⎛
⎡
懇
談
会 

 

丹
波
市
自
治
会
⾧
会
と
上
久
下
地
域
自
治
協
議
会
が

主
催
し
て
、
県
立
丹
波
医
療
セ
ン
タ
ổ
研
修
医
と
の
懇

談
会
が
３
月
23
日
に
上
久
下
地
域
づ
く
り
セ
ン
タ
ổ

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
回
は
医
療
セ
ン
タ
ổ
と
オ
ン

ラ
イ
ン
会
議
形
式
で
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
Ｗ
ｉ-

Ｆ

ｉ
環
境
が
整
ỵ
た
大
き
な
部
屋
と
い
う
こ
と
で
２
Ｆ
会

議
室
が
会
場
と
な
り
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
前
と
違
ỵ
て

人
数
も
制
限
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
各
自
治
会
３
人
の
み

出
席
で
お
願
い
し
ま
し
た
。
講
話
で
は
、
山
泉 

琴
音
研

修
医
の
「
お
酒
、
飲
ん
じ
Ỷ
ダ
メ
で
す
か
？
」
と
、
坂

口 

寛
樹
研
修
医
の
「
タ
ン
パ
ク
質
摂
取
の
す
す
め
」
と

題
し
た
お
話
を
聞
き
、総
合
診
療
セ
ン
タ
ổ
の
井
上 

清

美
課
⾧
か
ら
「
丹
波
市
健
康
セ
ン
タ
ổ 

ミ
ル
ネ 

総
合

医
療
セ
ン
タ
ổ
の
ご
紹
介
」
と
、
川
﨑 

悟
副
院
⾧
か
ら

「
県
立
丹
波
医
療
セ
ン
タ
ổ
の
歩
み
と
こ
れ
か
ら
」
に

つ
い
て
お
話
を
頂
き
ま
し
た
。
参
加
者
か
ら
は
二
人
の

研
修
医
に
対
す
る
質
問
や
、
救
急
受
入
れ
体
制
に
つ
い

て
の
質
問
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
。
講
話
の
中
で
特
に
印

象
に
残
ỵ
た
の
は
「
丹
波
医
療
セ
ン
タ
ổ
は
ハ
イ
ブ
リ

ỿ
ト
メ
デ
ỻ
カ
ル
コ
ン
プ
レ
ỿ
ク
ス⇨

県
と
市
が
共
同

運
営
し
て
い
る
こ
と
と
、
医
療
・
保
健
・
検
診
・
介
護
・

教
育
の
役
目
を
背
負
ỵ
て
い
る
」
と
い
う
話
で
し
た
。

心
配
さ
れ
た
通
信
の
不
調
も
な
く
懇
談
会
は
終
了
し
ま

し
た
が
、
次
回
は
ぜ
ひ
対
面
で
人
数
制
限
無
く
開
催
で

き
た
ら
と
思
ỵ
て
い
ま
す
。 

上
久
下
小
学
校
入
学
式 

 

上
久
下
小
学
校
の
入
学
式
が
、
晴
天
の
下
で
４
月

10
日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
９
人
の
新
一
年
生
は
緊

張
し
た
面
持
ち
で
入
場
し
、
八
尾
滋
樹
校
⾧
か
ら
「
色

ん
な
人
た
ち
が
み
ん
な
の
入
学
を
楽
し
み
に
し
て
い

ま
し
た
。
早
く
学
校
に
慣
れ
て
大
好
き
に
な
ỵ
て
下
さ

い
」
と
話
さ
れ
、「
自
分
の
命
も
他
人
の
命
も
大
事
に
し

て
下
さ
い
」、「
大
き
な
声
で
挨
拶
を
し
ま
し
Ỹ
う
」
と

い
う
二
つ
の
言
葉
を
贈
ら
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
中
西
隆

博
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
⾧
の
祝
辞
と
、
児
童
代
表
の
中
西
玲
君
か

ら
歓
迎
の
言
葉
を
も
ら
ỵ
て
、
上
久
下
小
学
校
45
人

の
仲
間
入
り
を
し
ま
し
た
。
今
年
の
新
入
生
は
マ
ス
ク

を
着
用
し
て
い
な
か
ỵ
た
た
め
、
表
情
も
よ
く
分
か
り

新
鮮
な
感
じ
が
し
ま
し
た
䣎 

 

上久下おかめ組のダンスパフォーマンス 花苗配布には大行列ができました クジ引きの抽選会は盛り上がりました 

西垣孝司会長の選挙演説風・開会宣言 

オンライン会場の様子 

 

新入生へ児童代表から歓迎の言葉 


